
■ プログラム

■ 日　時 ： 平成24年10月20日（土） 14：00～16：00
■ 会　場 ： 宇治おうばくプラザ1階 きはだホール
■ 定　員 ： 300名
■ 参加料 ： 無　料

特 別 講 演 会

14：00～14：40　「社会が受容できるエネルギーの選択」
エネルギー理工学研究所　教授　尾　形　幸　生

講演要旨：未曾有の大災害によって、日本のエネルギー政
策の根本的な見直しが行われました。社会が受容できるエネ
ルギーは、時代によって、またその国々の社会背景によって
異なります。化石資源エネルギー、原子力エネルギー、その
他の自然エネルギーに対する受容度（許容度）は状況によっ
て変化します。未来につながるエネルギーは何か、短期的な
視点に左右されずに長期的な視点に立って、日本にとって許
容できるエネルギーの選択がどのようになされるべきかを考え
ます。
　
14：40～15：20　「地球環境と私たちの暮らしと微生物」

化学研究所　教授　栗　原　達　夫
講演要旨：私たちは目に見えない個性豊かな微生物に囲
まれて暮らしています。微生物は約35億年の生物の歴史
の中でユニークな進化を遂げ、地球上のほとんどあらゆる
場所に生息域を広げています。微生物は100℃を超える高
温環境や0℃を下回る低温環境にも生息しています。そし
て、それらは私たちの食生活や健康、豊かな地球環境の
形成などに欠かせない重要な役割を担っています。今回
の講演では、微生物の驚くべき多様性や私たちとの関わり
について紹介します。
　
15：20～16：00　「災害に負けないしなやかな社会　―防災の科学入門―」

防災研究所　教授　林　　　春　男
講演要旨：科学技術の発展は、高度な文明社会を築き上げ
てきた一方で、さまざまな原因によるリスクの拡大ももたらし
てきました。今後も社会が持続的発展を続けるためには、自
然災害、事故、テロといったさまざまな種類の脅威に対応で
きる社会の構築が求められています。ここでは、防災の科
学が教える、リスクの評価、予防力の向上、回復力の向上、
という3つの能力を適切に組み合わせて災害に負けないしな
やかな社会を構築するための方法を紹介します。
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■ 日　時 ： 平成24年10月19日（金） 10：00～17：00 （期日前講演会）
■ 会　場 ： 総合研究実験棟4階 遠隔会議室HW401
■ 定　員 ： 150名
■ 参加料 ： 無　料

　10：00～10：50　「省電力社会に貢献するSiCパワー半導体」
京都大学大学院 工学研究科 電子工学専攻　教授　木　本　恒　暢

講演要旨：発電所で生成された電気は、私達の身の回りの機
器で消費されるまでに何度も「交流⇔直流」の変換が行われ
ており、この変換の度に約10%の電力が廃熱となっています。
この変換効率向上の鍵を握る材料として、SiC（炭化珪素）半導
体が注目されています。本講演では、SiC半導体の特徴を述
べ、研究開発および実用化の状況について概説します。

　10：50～11：40　「ユビキタス元素を用いた純スピン流エレクトロニクス」
大阪大学大学院 基礎工学研究科 システム創成専攻　教授　白　石　誠　司

講演要旨：電荷の流れを伴わないスピン角運動量のみの流れ
である「純スピン流」は理想的には電力消費がない流れであ
るためにグリーンテクノロジーの有力候補と考えられていま
す。本講演ではノーベル賞で有名になったグラフェン分子やシ
リコンなど、環境調和性に富むユビキタス元素を用いた純スピ
ン流エレクトロニクスという新研究領域について最近の白石の
研究を中心に紹介します。

　13：00～13：50　「硼素中性子捕捉療法の新展開 ‒ 原子炉から加速器へ」
京都大学原子炉実験所 放射線生命科学研究部門 准教授　櫻　井　良　憲

講演要旨：本実験所では、1990年よりKUR重水中性子照射
設備を用いて硼素中性子捕捉療法（BNCT）が行われてきてい
ます。従来の脳腫瘍、皮膚癌に加え、世界に先駆けて頭頸部腫
瘍、肝腫瘍、中皮腫等への適応を開始しています。2008年、世
界初の加速器ベース照射システムC-BENSが完成し、近い将
来、治験を開始する予定です。このような現状を踏まえて、
BNCTの新展開について報告します。

　13：50～14：40　「核融合炉工学のいま」
京都大学大学院 工学研究科 原子核工学専攻 准教授　横　峯　健　彦

講演要旨：核融合炉開発は、国際熱核融合実験炉ITERの建
設に伴う技術開発とさらに次段階の発電実証にむけた開発が
すすめられてきました。福島事故後は、安全性に関してよりシビ
アに開発を行っていかなければなりません。核融合炉工学、と
くに熱工学研究のいま、および核融合炉における安全性につい
て報告します。

　14：40～ 　「ショートプレゼンテーション、ポスター」

■ プログラム
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核融合炉ITER

原子炉および加速器ベースBNCT照射システム

グラフェンを流れる純スピン流のイメージ

SiC半導体とは？
Si (シリコン): 現在のあらゆる半導体デバイスの主役

（集積回路、メモリ、太陽電池など）
C (ダイヤモンド): 世の中で最も硬い材料

SiC: Si 50%, C 50%で構成される材料
堅牢な（強い）半導体

高効率・省エネ半導体として注目

KUR重水中性子照射設備 C-BENS
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